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午前１０時００分開議 

○議長（小谷 博徳君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人であり、定足数に

達していますので、これより令和２年第９回日野町議会定例会３日目を開会いたします。 

 本日の定例会は、マスク着用や換気に留意するなど、新型コロナウイルス感染症対策を講じて

進めますので、御理解のほどお願いいたします。なお、出席議員には、例規の確認のためタブレ

ット端末機使用を許可しております。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 一般質問 

○議長（小谷 博徳君） 日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、２名の議員の一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。 

 ８番、佐々木求議員の一般質問を許します。 

 ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） 私は通告に基づきまして、今回は２点にわたって質問を行いたい

と思います。 

 まず最初に、介護保険の質問であります。御存じのように、第７期の介護保険計画期間で、３

年間で積み立てられた基金、約４，６５０万円となりました。単純にこれを考えますれば、被保

険者からそれだけたくさんのお金を取り過ぎたということになります。月額の基準額で７，４５

９円、年間で８万９，０００円、この高さというのは、中国地方で見ても、西日本でも本当に唯

一もう断トツに高いものになりました。しかし、受けるサービスの質が悪くてもいけませんから、

どうしてもこの個人負担というものが、ある程度仕方がない内容になっております。そのために
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我々も認めてきたわけでありますが、この３年間でこれだけの基金ができたということは、取り

過ぎたということは、逆に言えば、返す必要があると思います。 

 そこで町長にお尋ねをいたします。その原因は一体何であったとお考えでしょうか。そしてさ

らに、西日本でも断トツの高額になっていたが、この理由をどのように考えておられるか。当然

のこととして、本来取り過ぎたものは返すということが基本でありますが、どのように対応され

るのか。４番目、こうしたことを踏まえていけば、次期には当然減額や見直しをやるべきだと私

は考えますが、減額すると大まかにどの程度になることを考えられておられるのか。５、市町村

に運営を任せるこの制度の欠陥は明らかだと私は考えておりますが、改善を求めなければならな

いと考えます。どのように町長はこの問題を捉えられておられるか、お尋ねをしたいと思います。 

 次に、ライフライン全般についての質問であります。決算の際にも、これまでも度々、人口が

多いところや一部のところが少ない予算で大きな効果を上げるという考え方の下、上下水道など

でも整備や改修、修理を優先されてまいりました。今後、こうしたものが大規模な事業も改修、

改善のためにも行われることが予測される中で、それ以外の周辺の集落には上下水道をはじめと

したインフラの整備、非常に遅れているところもたくさんあります。政治の平等性の問われる問

題ではないかと私は考えております。 

 そこで町長にお尋ねいたしますが、この間、政治のこうした果実が安心・安全な生活を町民が

送っていく上で、公平に配分されてきていると考えておられますか。２番目、指摘には考えてい

くような、これまでも決算の際にも適当な答弁が多いわけですが、それぞれの課題、計画が示さ

れていないのはなぜでしょうか。３番目、ライフラインの整備計画が求められていると考えます

が、どのように捉えられておられるか、お尋ねをいたします。よろしくお願いします。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） おはようございます。８番、佐々木議員さんの御質問にお答えしてまい

りたいと思います。 

 まずは、介護保険の関係でございます。基金が大幅に増額した原因はとの御質問でございます。

介護保険料は介護サービス利用に係る給付費等の見込みを立て、その給付費等を国が定めた公費

負担と、被保険者負担の負担率で計算したものとなります。第６期の計画期間である平成２７年

度から平成２９年度の介護給付費は、見込みをかなり上回る増加でありました。これにより、こ

の計画期間中に保険料で賄うべきであった３，２００万円が不足するという事態が生じてしまい、

その不足額も第７期の保険料で埋め合わせをしなければなりませんでした。また、第６期での介

護給付費の増加を考えると、第７期の給付費増加の見込みは致し方なかった部分があり、それに
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より保険料が高額になったものと認識しております。しかし、平成３０年度から要介護認定者、

介護給付費ともに見込みをかなり下回り、各年度の決算において発生した剰余金の一部を基金に

積み立てております。給付費の減少は、要介護３以上の重度の被保険者数が減ったことにより、

介護老人保健施設等への入所者数が減少したことが大きな原因で、百歳体操をはじめとした介護

予防事業や、わすれんぼカフェなどの認知症予防事業等の成果が徐々に現れてきた結果だと推測

しております。 

 次に、西日本でも断トツの高額になっていたのはなぜか。先ほど述べましたとおり、第６期計

画での不足分の３，２００万円を第７期計画で埋め合わせしなければならなかったことと、介護

給付費の大幅な上昇が大きな原因と考えます。今後は介護予防事業などをさらに充実し、給付費

抑制に努めていくことが重要であると考えております。 

 次に、取り過ぎのものは本来返すべきではないかという質問でございます。制度上、被保険者

への返還はできませんが、第７期計画の期間中に積み立てる予定の基金の取扱いについては、第

８期介護保険事業計画策定委員会での意見を聞きながら、方向性を決定していきたいと思ってお

ります。 

 ８期、減額見直しをやるべきだが、どのように考えてるかというような御質問でございます。

第７期計画期間中に、積立予定の基金の一部取崩しを前提に見直しを考えております。ただし、

このまま給付費の右肩下がりが続くとは思えない現状もございます。現在、ピーク時と比較し、

要介護３以上の重度の方が減少しておられます。それにより、介護老人保健施設等への入所者が

減少しておりますが、軽度者については増加しており、予断は許さない状況となっております。

このことから、しっかり給付費の見込みを立て、適切な保険料の決定ができるよう準備してまい

りたいと思っております。 

 次に、市町村に運営を任せるこの制度云々、欠陥はっていうような、そういった趣旨の御質問

でございます。世界一の長寿国である日本、要介護高齢者の増加、介護の長期化など、介護の必

要性や重要性がますます高まり、介護する側の高齢化なども深刻な問題となっております。核家

族化の進展などにより、家族だけが介護することが困難な時代を迎えたことから、介護保険制度

がつくられました。介護保険制度は、介護が必要になった高齢者の方や、その家族を社会全体で

支えていく仕組みです。介護が必要になるのは限られた人だけではなく、誰にでもその可能性は

あります。このようなリスクを多くの人で負担し合い、万が一介護が必要になったときにサービ

スを利用できるようにする制度でございます。御質問のとおり、介護保険法により市町村が保険

者となり運営していくこととなっております。また、介護保険料の設定につきましては、かなり
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の地域差があるというのは大きな課題であると考えております。第７期に介護保険料の大幅な値

上げを実施したことは、住民の皆様に大変な負担をおかけしたと思っております。国による激変

緩和措置の制度設計など、保険料の地域間格差が課題とならないような手当てが必要なのではな

いかと考えております。 

 次に、ライフライン全般についてっていうことで御質問をいただいております。政治の果実が

安心・安全な生活を送る上で、公平に配分されていると考えてるかとのお尋ねでございます。特

に、例えば生活排水の処理につきましては、日野町生活排水処理基本計画に基づいて、日野町内

の全地域を合併処理浄化槽、公共下水道、農業集落排水の整備区域に分けて整備を行っておりま

す。合併処理浄化槽を整備する場合には、国、県、町の補助制度を利用し、整備を行っていると

ころでございます。上水道につきましては、整備計画は現在、策定しておりませんが、例えば簡

易水道給水地域を拡張することについては、過去においても、希望される集落がある場合には、

地域全体の合意形成の下で、随時拡張を進めていたところでございます。いずれにしろ、水道、

生活排水処理については、今後も実情に沿った支援対策を検討していきたいと考えております。 

 次に、指摘には考えていくような答弁が多いが、それぞれの課題、計画が示されていないので

はないかとのお尋ねでございます。井戸利用者は簡易水道利用者と比べ不公平感があるとの指摘

でございました。確かに簡易水道利用者と違い、井戸使用者は電気代や修繕料などの費用がかか

り、その部分が公平ではないという気持ちも察します。しかしながら、経費だけということにな

りますれば、例えば簡易水道利用者は毎月の水道料金として、一般家庭の平均の使用料として、

水道利用料、２０立方メートルで２，６４０円程度をお支払いいただいてる、トータルの費用負

担を考えると、一概には不公平とは言えないと考えます。いずれにいたしましても、不公平感が

あるとの御指摘ですので、よく実態について聞き取りをするなど、どのような工夫、対策が必要

か検討してみたいと考えております。 

 次に、ライフラインの整備計画が求められてきていると考えるが、どのように考えてるかとの

お尋ねでございます。ライフラインとは日常生活に必須な社会インフラであり、電気、ガス、水

道、下水道、道路等の公共公益設備、電話やインターネット等の通信設備、鉄道、バスなどの輸

送手段などがありますが、町としては水道、下水道、道路などが該当すると考えます。この中で、

町道にかかっている橋梁やトンネル等につきましては、平成２６年から計画的に点検を行ってお

り、点検結果を基に長寿命化計画の策定を行っております。町道の修繕計画につきましては、今

後、道路ストック点検を実施し、道路長寿命化計画を作成し、長寿命化を図る必要があると考え

ます。ただ、修繕計画を策定するに当たっては、相当な経費がかかりますので、より有利な補助
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制度等を活用して実施していく必要があると考えます。公共下水道の維持管理につきましては、

処理場については平成２８年に長寿命化計画を策定し、２９年から改修工事を行っており、今年

度完了する予定でございます。全体計画につきましては、ストックマネジメント計画を令和元年

度より策定し、管路、マンホールポンプ、処理場について計画を策定中でございます。以上でご

ざいます。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） それでは、まず介護の問題からいきたいと思いますが、大体この

策定が……。 

○議長（小谷 博徳君） マイクを近づけてください。 

○議員（８番 佐々木 求君） この計画が、第７期の計画が策定されたときに、７，４５９円、

これが標準月額となったわけでありますが、このときに大体西日本あたりのを調べてみますと、

普通大体５，５００円ぐらいまでです。と考えると、年間６万円程度の負担のところを、うちは

８万９，０００円、約９万近くの負担をお願いするということに結果的にはなりました。こうい

うことを考えると、単に鳥取県や島根県、高いということだけを問題にしとるんじゃないんです。

結論的に言えば、見込みがなぜそういう見込みをされたかというのも分かります。急激な伸びが

あったのも事実です。したがって、我々としては、そのときには仕方がなかったという捉え方を

せざるを得なかったし、そうしないとこの制度が持続できないのも分かっていました。 

 そこで、やっぱりこの大きさですね、年間でいえば３万も４万も高くなるというところ、負担

を強いていかないけんというところにどう立ち向かうかということが非常に大事になってくるわ

けです。当然、答弁の中にもありましたように、基金を使って、国や県から借りたものを返して

いかないけんと、借入金の返済ということもあります。大体１，５００万とか２，０００万とか

の範疇でありますが、いずれにしても、それをやりながら、激変緩和をしてもそれだけだったと

いうことなんです。ですので、私は今回の改定に当たっては、きちんとこの剰余分については割

り出して、それを全部使えというわけではありません。一定の金額を返す必要があると思います

が、その点について町長、どのようにお考えですか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 第６期から第７期に移るときに、保険料率の算定、いろんな要素を加味

して、本当に地域の住民の方には大きな御負担をお願いしたということでございます。日野町の

保険料が本当に断トツっていうか、非常に高い。それは全国のいろんな保険料を定めました、前

後してですね、保険料を定めるっていう、そういうような情報、新聞紙上に掲載されたりメディ
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アに出たりする、そういった中で、皆様方には本当に御無理をお願いしたかなと思っております。

ただ、それはその年の４月以降、各地域に出かけていきまして御説明した中でも、いろいろなお

話を伺う中で、やっぱり介護サービス、そういったものをしっかり受ける、そのための必要経費、

そういうふうに考えるのかなっていうような御意見をいただいたっていうのを覚えております。 

 そういった中で、７期、高い、その保険料で今、走らせていただいたわけですけど、結果とし

て、多くの、どういうんですか、基金が多くなったっていうことで、これは議員さんおっしゃら

れる返すっていう概念がいいのか、それとも次期に適切なっていうか、保険料のほうに還元する

っていう言い方がいいのか、ちょっと言葉を選ぶんですけれども、第８期の保険料の算定に当た

って、その原資っていうんですか、に充てないといけないなっていうふうに考えております。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） これは、私は返すという表現しましたけれども、現実にはなかな

か一人一人にというわけにはいかないでしょうから、やはり町長言われたように、月額を下げて

いくと、基準額を下げていくということが大事だと。クラスも９クラスですか、段階があって、

非常にそういう点でいえば、高い人なんかは大変だろうとは思いますが、やはり基本はこうした

標準月額を下げていくというところから出発しなければならないという具合に考えます。 

 そこで、町長がさっき述べられました中に、非常に大きな点が、大事な点があると思うのは、

医療もそうなんですが、健康寿命をいかに延ばしていくか。そういう点から考えると、ほかの事

業、ぽかぽか教室をやられたり、わすれんぼカフェをやられたり、こうしたことは本当に予防事

業として大事だと思います。大いに普及はさせていかなければなりません。しかし、この制度の、

あくまでも根本的な欠陥を私は押さえておく必要があると思いますが、町長はこれ、どのように

受け止めておられますか、この制度を、その点では。 

○議長（小谷 博徳君） この制度いやあ、もっと具体的に。 

○議員（８番 佐々木 求君） 介護保険制度の一番大きな問題点は何にあるとお考えでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 先ほどの本問のほうでも若干そういう趣旨に触れられ、また、私のほう

もそれについてちょっと述べさせていただいて、重なるとは思いますけれども、介護保険制度、

みんなで支え合う、そして介護保険制度を、我々も年を取っていく、そういった中で、絶対そう

いう制度を利用しないよっていうようなことはほとんど考えられないだろう、みんなで利用する

制度。そういった中にあって、やはり今、第７期で日野町が保険料率が高くなった、具体の金額

も高くなったっていう、地域間格差があるっていうのも一つの大きな課題である。さらには、そ
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ういった課題を解決するために、激変緩和っていうようなものが国でも準備されてるんですけど、

まだまだそれが十分でない、保険料の地域間格差が過大とならないように、そういう手当てが必

要じゃないでしょうかっていうことを本問のほうで述べさせていただきましたので、そのように

考えております。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） この問題は、私が提起しているのは本当にしっかりと押さえてい

ていただきたいですが、実は全国の町村議長会でも、介護保険、高齢者福祉の充実強化という項

目で、１２項目にわたって国に意見を上げております。この中で一番重要なのは、この介護保険

制度は、本来、国が主体となって運営すべきものだと、そこまで書いております。それは全国の

知事会も同じようなことを言っております。一番大きなポイントは、まずそこにあるんです。な

ぜこういうことが起きるかというと、今まで高齢者の福祉の場合には、大体国が３０％持ってお

りました。それで、今は２５％なんです、４分の１なんですよ。その相差を誰が埋めるか、利用

者なんですよ。この被保険者に対する負担を非常に強くしてる、そこに地域間格差が大きく出て

くる問題の本質があると私は考えておりますが、その点、町長、どうですか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 介護保険制度について、特に地域間格差、生じる、その原因っていうの

は、それぞれの基礎自治体が運営するような制度、さらには国費の割合が、介護保険、低いため

ではないのかっていうような議員さんの御指摘なんですけれども、それちょっとしっかり勉強し

てみたいなと思います。今々はこういう制度になっておりますけれども、ちょっと勉強いたしま

して、全国の市長会、都道府県知事会、全国の議長会、そうしたら全国の町村会も、同じような

要望を上げてるかなと思いますので、それは見てみたいと思います。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） ぜひ勉強していただいて、県内出身の国会議員もおられるし、制

度の改善を求めていくという根本的な精神をしっかりと持って、立ち向かってもらいたいと思い

ます。 

 私は実は、実にショックだったんですが、昨日ちょうどたまたま帰ったときにテレビつけまし

たら、コロナ禍の問題もあって、全国の介護事業者１１０社ぐらいが倒産しております。これは

一方では、単に我々が負担を下げればいいという考え方だけ持っとったって駄目で、実際には国

の支援がなければ、こういう事態が今、深刻になってきてる。介護従事者が次々と辞めたり、あ

るいは事業所そのものが全国で１１０か所以上も倒産している、こういう実態がありますので、
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一方的に私は国に出せと言うだけじゃない、制度設計そのものも考えていかなきゃならない時期

に来ているんだということをあえて申し上げておきたいと思います。 

 これで一応この問題は送りますが、次に、ライフラインの問題です。この問題は、私はこれま

でも何度か取り上げてきた経緯があるんです。例えば、町がやらなければならないライフライン

といいますが、確かに下水や上水もあります。しかし、よく考えてみると、非常にライフライン

といえば幅が広いんです、御存じのとおりです。そこで、例えば上水の問題一つ取ってみてもそ

うだと思うんです。井戸を掘って対応しとられる地域もあります。それから、あんまりこれはど

うかなと思うぐらい、伏流水といいますか、取って、谷水を、それで一応浄化させて、浄化いう

か、浸透させて使うとかいうようなとこもあるようですが、いずれにしても、こういう町の簡水

があったりするところは、それなりに町が責任を負って、安心・安全な水を供給するようになっ

とります。検査もしっかりやっておられます。しかし、井戸を掘る人あたりは、その井戸が本当

に安全で安心な水なのかどうかいうことは、多分ほとんどの方が検査もしておられん、何十年も

してないという方がたくさんおられると思うんです。これではやっぱり地域の町民の安心・安全

な生活用水を守るというところにまでできてないんじゃないかと言わざるを得ないと私は考える

んです。 

 そうすると、じゃあどうすればいいのかというときに、私もちょっと経験があるんですが、自

分で井戸の水の検査をすれば、項目数は少ないですけど、そんなに高くない。でも、何万もかか

ります。町がやるようなきちっとした検査をやろうと思えば何十万もかかっちゃいます。それを

全部補償することはできないにしても、同じように納税者であり、同じように税金を納めておる

住民に対して、そういう安心・安全な水を供給することとはどういうことかということを考える

と、例えば毎年じゃなくても、二、三年に一度でもいいから水質検査を手伝ってあげるとか、そ

んなに高い検査でなくても、大腸菌ぐらいの検査は簡単なことなんです。そういう制度を構築し

ていく、考えていく、納税者に対してきちんとしていく、それが大事じゃないかと思うんです。

下水にしてもそういうことなんです。非常にたくさんの、公共下水にしても、農集にしても、投

資するときには、我々は税金をそこに多額なものを投入していきます。一方で、地域から外れた

人たちは、特にそういう対象にならないわけです。だから、私はそういうことを本当に真剣に考

えて、計画をつくる必要があるじゃないかと。 

 実は、ここには計画があるということを盛んに書いておりますが、あんまり計画ができていな

いのが事実じゃないかと思うんですが、町長はやっぱりこの計画が、できとると言われた計画が

着実に前進しとるお考えですか。 
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○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） この計画ということで、日野町生活排水処理基本計画であったり、あと

公共施設、道路長寿命化計画、そういったことを議員さんはおっしゃられてるのかなと思います。

生活排水処理基本計画につきましては、合併浄化槽を整備する場合には補助制度を用意しており

ますっていうことで、この予算につきましては毎年議会のほうにお諮りして認めていただいてお

りますが、不執行になる場合もあります。計画に基づいて御利用していただきますようにってい

うことで取り組ませていただいてますので、どういうんですか、ちゃんとできてるかっていうと、

それは実績からしたらまだ十分ではないのかもしれませんけれども、そういう進め方させていた

だいておりますし、一方で、道路の長寿命化計画のほう、橋梁、トンネル点検、計画的に点検を

行って、腐朽っていうか、不具合があるところについては、これ計画的に改修、そういったこと

を進めるようにさせていただいております。まだあんまりそんなに大きな実績はないと思います

けれども、そういう取組をさせていただいてると認識しております。 

○議長（小谷 博徳君） 佐々木求議員、再質問は具体的回答と求められる項目順なのか、全部ひ

っくるめてか分からない部分がありますので、項目に沿うなら項目に沿ってやっていただいたら、

回答もきちっとできるじゃないかなと。 

 ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） そこで、私は今、町長そういうこと言われました。それで、この

回答には中心的には上下水って書いてあります。ですが、私は、こうしたことは基本ではあるん

ですが、当然計画どおり進めてもらわにゃいけません。例えば議会で指摘されて、町部あたりは、

これもライフラインの一部だと拡大解釈もできることなんですが、やっておられることもあるん

です。例えば町部にはごみ袋出します。家の前に出せば回収してくれます。在のほうはどっかに

持って集めていくようになっております。そこでお年寄りさん方が大変だというんで、小さな袋

も、可燃物用の小さな袋もつくりました。でも、基本はやっぱりそういうことをやっとるわけで

す。 

 つまり、私が言いたいのは、上下水もそうなんですが、やっぱり今、加わられてない方々につ

いては、どうすれば解決するのか、どうやらにゃいけんのか、ここが真剣に検討されないといけ

ないと思うんです。上水にしてもそうなんです。なぜかというと、特に公共下水あたりは、今現

在やっておられない人は、やっぱり一番年寄りの方が多くて、独居で、しかもこういう方たちは、

子供さんも帰ってこんから、もういいわと、これ以上金をかけたくないわというような方もおら

れると思うんです。だけど、本当はそういう方々こそがそういう制度を、上下水はきちんと整備
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する必要があると私は思っていますが、そういう相談がしっかりとできて、資金の対策がそれな

りに打てるということに持っていかないと、今の加入率を向上させるちゅうことは無理だと思い

ます。その点はお分かりだと思いますので、こういうことをそのままにしておくんじゃなくて、

やっぱり一歩一歩工夫を重ねていく、対策を取っていくということが非常に基本的なスタンスと

して、町のスタンスとして大事ではないかと思うわけです。それでこういう広げた物の言い方し

とるんですが、これはほかのことでも言えると思いますが、町長あたり、どの辺、どう思われて

おられますか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ライフラインの中でも、特に排水、上水、そして一番最終はごみの関係

のお話ございました。まさに日野町にお住みになって生活する上で、大切な部分であろうと思い

ます。生活排水につきましては、先ほど申しましたいろんな計画を立てて準備をさせていただい

てるんですけれども、それが十分お伝わりしてないものもあろうかと思いますし、御相談をしっ

かり受けていきたいと思います。上水につきましては、簡水区域の拡張っていうことを過去も地

元、地域全体の合意の下で進めさせていただいた、そういった取組もありますが、議員おっしゃ

いましたように、井戸の関係ですよね。そういったことについて御懸念、さらにはこういうこと

をしてほしいなっていうような、恐らくお話もあるのかなと思います。そういったものにつきま

しても、実態というか、関係される住民の方、いろいろなお話を伺って、実情に沿った支援策、

そういったものを構築していかなければならないだろうなっていうふうに考えます。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） そういうことなんです。それで、具体的に物を進めていかないけ

んときに、私は全てのほかの事業にしても、例えば町道の問題でもそうです。議会で久住に要請

があって出かけたときには、橋のたもとを直していただいたわけでありますが、そのときに、我々

が申し上げたのは、担当者の人たちに申し上げたのは、全町でこういう箇所がたくさんあるんじ

ゃないかと。やっぱり位置づけて、そういうチェックを一度は地図に落としておいて、その上で、

それでも緊急に対応せないけん仕事が出るかもしれませんが、１年に少しずつでも直していくと

か体制を取っていくとかということをやらないと、大きな声が出たとこだけに対応していくとい

う流れが基本的に拭い去られない。だから、それに基づいて計画をつくって、少しずつでも進め

る必要があるんではないかという提言をしたこともあります。そういう計画が現実にあるかとい

うことも、今回の質問の中でも、担当者に聞いてみたんですが、現実にはない、できてない、何

年もたっております。そういうことを繰り返しても、いわゆる在のほうの人たちには、そういう
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政治の果実を味わっていただくことができないことになる。私が上下水で言っているのもそうい

うことなんです。 

 一方では、町の責任で莫大な税金つぎ込みます。それが悪いんじゃないですよ、そうしなけり

ゃならないから、やらないけないんですが、一方で在のほうの人は、単独槽であんた方の責任で、

あとはやってくれというだけなんです。同じようにやっぱり金もかかっております。そういうこ

とを考えると、どういうことを支援していかないけんかということをもっと真剣に担当課は考え

ないと、大体ほとんどのインフラの整備の課題では、物事、計画が一つ一つできておりません。 

 私が言いたいのは、そういう計画を、総合計画じゃありません、私は。せめてそれぞれ個々の

課題で、下水はどう考えるのか、参加率を高めるには具体的にどげにするのか。例えば借入れ制

度をつくるとか、そういうことをしっかり考えないと、これ以上進まないし、画期的な流れをつ

くることはできないと思っとるわけです。それで井戸のことも言ったんですが、私のそういう提

案について、計画を個々にやっぱりきちんとつくっていくという点については、どのようにお考

えでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 道路の修繕計画を大きな一つの例にして、対症療法的な、どういうんで

すか、管理っていうか、直すんではなくって、点検して計画的に整備していかないといけないん

じゃないかっていうのは、全くそのとおりだと思います。本問のほうでもお答えいたしましたけ

ど、うちの町、そういうのができてないっていうことですので、それは調査、点検に大きなお金

がかかるっていうような、大きな隘路があるっていうこともどうもあるみたいです。ただ、いろ

んな補助制度もあるようですので、その辺はよく研究してまいりたいと思いますし、もうそうい

う補助制度がなくなってたら、これは国、県のほうに実情を話して、そういう制度設計もしてい

ただかないといけない。国土の強靱化、防災対策、そういったことが向こう３か年も予算立ても

できてるようですので、そういった中でも捉えていただきたい、そういうようなことも申し述べ

ないといけないかなと思います。 

 長寿命化の関係の計画を云々っていうことでございましたけども、日野町公共施設等長寿命化

基金条例っていうのができておりまして、公共施設の長寿命化を図るための修繕改修、除却に要

する経費に充てるため設置する。要はここでもう既に長寿命化をするためにはどういうことをや

っていくかっていうのは、ある程度網羅的に考えられてる。それをそれぞれ単独の、それぞれの

計画をやっぱりつくっていかないといけない、まずはそちら。ただ、そうですね、そういったこ

とで進めていくのが今の流れかなと思います。それぞれ計画をやっぱりつくっていかないといけ
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ないかなと思います。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） あんまり大きく構えなくても、私は実は計画はできるんじゃない

かと思っておるんですが、個々の計画です。総合計画のような大きなもんでなくても、担当課の

皆さんはよく分かっておられるんで、それをやっぱりまとめていけばいいんじゃないかなと思い

ます。道の話が出たので道の話ししますと、広域農道ありますね、町道。私の上のところの道で

すが、例えば今、夏の時期に草刈り部隊は１班が編成されて回っておられます。それはそれで重

要な仕事していただいております。ところが、刈り飛ばしでずっと来たために、それが何年越し

になって水路がつかえとるところがたくさんあるんですよ。あれはね、もう１班増やしてでもや

らないと、本当、いろいろまた事故が起きてくるだろうなとは思って見とるんですが、こうした

ことが担当者やそこで仕事に携わる職員は分かるかもしれないけど、それ以外の人にはなかなか

分からない。ですから、そういうことを一つ一つやっていくためには、まずそういう大まかな計

画をやっぱり見る、そして点検をしてみる、こういうことが必要だと私は考えるわけです。最後

にその辺の決意だけ伺って、質問を終わりたいと思います。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 具体の事例を挙げていただいて、そういうことがある、そして、そうい

うことがちゃんとできるようにしないといけないんじゃないかという貴重な御意見いただいたと

思いますので、どういう取組ができるか、担当課を中心に考えさせたいと思います。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員。 

○議員（８番 佐々木 求君） 最後に一言だけ言わせていただきますが、こうしたことを積み上

げること、これが一番大事だと思いますので、職員の皆さんには新たな負担が増えると捉えられ

る方がおられるかもしれませんが、総合計画のようなものではなくて、地域をどう守り、安心・

安全な生活をどう進めていくかという、根本的な姿勢を持っていただく上で、非常に大事だと思

いますので、今後、そうした方向でよろしくお願いしまして、私の質問を終わります。 

○議長（小谷 博徳君） ８番、佐々木求議員の一般質問が終わりました。 

─────────────────────────────── 

○議長（小谷 博徳君） 次に、１番、中山法貴議員の一般質問を許します。 

 １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） それでは、私は日野高校の存続に向けた支援について質問をした

いと思います。 
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 現在、日野高校は存続の危機です。入学者数が２年連続して募集定員の２分の１に届かず、鳥

取県教育委員会が学校の在り方の検討に入っています。日野高校の存続には、来年度に入学者数

の７６名の半数である３８名の入学者数を確保することが喫緊の課題となっています。寮の支援、

公設塾の支援、地域との交流などの中期、長期の計画の日野高校魅力向上ももちろん重要ですが、

目の前の課題である来年度の入学者数確保をクリアしないことには、その後がありません。 

 そこで質問いたします。１つ目、日野高校を何が何でも存続させる、人もお金もさらに投入し

てでも存続させるとお考えですか。覚悟をお聞かせください。２つ目、日野高校の未来にどのよ

うなビジョンを持ち、どのような支援をしてきましたか。３つ目、日野郡内でも当然日野町がリ

ーダーシップを取っていかないといけませんが、江府町と日南町へはどういった指示をしていま

すか。すみません、ちょっとここで指示という言葉を質問書に書いたんですが、申し訳ございま

せん、これを要請と訂正させてください。町長、答弁も、どういった要請をしていますかという

ことでお答え願えればと思います。質問続けます。また、日野高校魅力化向上推進協議会では、

実務組織のワーキンググループへどのような指示をしていますか。指示が組織全体に的確に届き、

現場がスムーズに動ける体制は整っていますか。４つ目、これから入学者募集の３月までに、ど

う支援していく考えですか。具体的な戦略と戦術をお聞かせください。また、それを行う体制は

できていますか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） １番、中山議員さんからの御質問です。日野高校の存続に向けた支援に

ついてっていうことで、質問の趣旨お伺いしますと、熱い思いが伝わってくる、そういったふう

に思います。 

 まず、日野高校の存続をさせる覚悟はいかがかとのお尋ねでございます。日野高校は日野郡唯

一の県立高校であり、日野郡の最高学府であります。また、新しい時代に対応した高等学校教育

に既に取り組んでいる先進的な高校でもあります。そのような高校がここ日野町にあることは、

町にとって大きな誇りでもあり、また、町の活性化にとっても非常に大きな役割を担っていただ

いております。その日野高校について、是が非でも存続をさせていかなければなりません。今年

度初めには、鳥取県教育委員会教育長を訪問し、日野高校の存続について強くお願いをし、また、

日野郡３町が引き続き日野高校の魅力向上に精いっぱい取り組んでいく意思をお伝えいたしまし

た。日野高校の魅力向上を推進していく上で必要と思われる人材や予算につきましては、今まで

も積極的に措置させていただいております。今後も他の２町とも協議をしながら検討してまいり

たいと考えております。 
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 次に、未来にどのようなビジョンを持ち、どのような支援をしてきたかとのお尋ねでございま

す。令和２年６月に改定いたしました日野高校魅力向上推進計画の中で、魅力的な日野高校と持

続可能な日野郡をつくる、これをビジョンとして掲げております。魅力ある高校づくりが地域存

続の可能性につながるという意味において、高校の存在意義は非常に大きいと考えております。

日野郡の最高学府として、地域と連携、協働した教育活動を推進するとともに、その教育活動が

将来、日野郡の未来を担う子供たちを育成する役割を担うことを目指しております。支援につき

ましては、経済的な支援といたしまして、コーディネーターの人件費、ふたば寮及び入寮生への

支援を行っております。コーディネーターを配置することで、産業社会と人間などの授業に深ま

りや系統性が出てきており、その結果、社会とつながる協働的、探求的な学びができております。 

 次に、３つ目に、江府町、日南町にどのような要請をしているのか。日野高校魅力向上推進協

議会は、ワーキンググループにどのような指示をしているか。指示が組織全体に的確に届き、現

場がスムーズに動ける体制が整っているかとのお尋ねでございます。本事業は、日南町、日野町、

江府町の日野郡３町と、日野高校、日野振興センター、県教育委員会とが連携して取り組んでお

ります。本事業を進めるに当たって、協議会は意思決定の場であり、実務者組織としてワーキン

ググループを位置づけております。ワーキンググループでは、協議会で意思決定された事項につ

いて、その具体について検討、実行をしております。協議会で主に議論されていることは、日野

高校への入学者数をいかに増やしていくのかということでございます。魅力向上に関わる全ての

事業の成果がここに大きく現れるということは誰もが認識してるところでありますので、ワーキ

ンググループの中で役割を分担しながら、一つ一つの取組を丁寧に進めているところでございま

す。 

 最後に、これから３月までにどのような支援をしていく考えか、具体的な戦略と戦術はいかに、

また、それを行う体制はできているかとのお尋ねでございます。先月２０日に開催しましたワー

キンググループでは、推進計画で短期計画として掲げている具体的施策について、進捗表を基に

振り返りを行い、これから今年度３月までのスケジュールも、その中で確認をいたしました。具

体的な取組としては、一人でも多くの志願者、入学者の獲得を目指していくために、進路情報を

明確化したチラシの作成、塾、予備校への広報などを行うように検討を行っています。あわせて、

令和２年度の振り返りを基に、推進計画の改定を進めていくこととしております。以上でござい

ます。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 改めて申し上げます。日野高校は２年連続して入学者数が募集定
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員の２分の１に届かず、廃校危機に直面しています。この廃校危機を脱するには、とにかく来年

度の入学者数を定員の７６名の半数である３８名は確保しないといけません。確保しないといけ

ません。そのために、日野郡３町で日野高校魅力化向上推進協議会を設置しまして、目標達成の

ための事業を進めてきました。 

 本日聞きたいのは、主に２点です。一つは、覚悟を持ってやっていただけるか。２つ目は、入

学願書、もう一般入試の受付が２月です。２月までにもう時間がありません。日野高校魅力化向

上推進委員会という組織を活発に迅速に動かして、やれることを最後までやり切っていただける

かということです。 

 まず、日野高校の存続につきまして、町長のお答えは、是が非でも存続させていかなければな

りませんというお答えでした。ぜひその気持ちで存続に向けた働きをしていただきたいと思いま

す。 

 議長、これ教育長にも今、質問してよろしいですか。 

○議長（小谷 博徳君） いや、今まず、町長に質問をするような感じでお願いみたいに終わった

だけど、どげだかな、そこんところ整理……。 

○議員（１番 中山 法貴君） それが２つのテーマです。 

○議長（小谷 博徳君） いや、いいですよ。 

○議員（１番 中山 法貴君） いいですか。じゃあ、ちょっと教育長にも覚悟のほどをお聞きし

たいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小谷 博徳君） 生田教育長。 

○教育長（生田  進君） では、お答えいたします。私も魅力向上推進協議会の委員をしており

ます一人です。町長は会長ということで、日野郡で本当に日野高校を存続、維持していこうって

いう気持ちは、委員全員の念願でございます。たまたま本町の、教育委員会のほうも事務局を受

け持っておりまして、コーディネーターも教育委員会のほうにおりますので、本当に日々一生懸

命、一人でも多くの入学者を増やすということで、各方面に働きかけております。そうした日野

郡全体の熱意が少しでも多くの人に広がっていけばいいかなというふうに考えているところです。

以上です。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 覚悟を持ってやっていただけるということでした。 

 この日野高校魅力化向上推進協議会、日野高校の存続とさらなる魅力向上のために設置された

協議会です。この協議会の会長は日野町長、﨏田淳一となっています。トップ中のトップ、最高
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責任者です。こういった日野高校魅力向上推進計画も出されております。 

 来年度の入学者数なんですが、この計画どおりにいけば３８名以上確保できると。では、３８

名に届かなかった場合、推進計画がうまくいかなかった場合、誰が責任を取りますか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 日野高校の魅力向上推進計画、日野高校魅力向上推進協議会、日野郡３

町の町長、さらには教育関係者、それから学校関係者、それと一番有力な、委員さんではないん

ですけれども島大の先生、そういった方々でこの計画を進めていこうということで今取り組んで

おります。来年の占いはちょっとできません。そういうことにならないように一生懸命今取り組

ませていただいてるっていうことで、一つの仮定の中で、こういうことになるからじゃあどうす

るかっていうのはないと思いますし、それと、総括的にいえば、この推進計画は、例えば会長一

人でつくったもんではないっていうことでございます。協議会のほうでいろいろまた、いろんな

結果があると思います。定員をオーバーして、物すごい応募者があった。どうやって振り払おう

かと、そういうような世界もあるのかな思いますので、それは結果っていうか、状況を見ながら、

この推進計画に照らして検証するっていうことになろうかなと思います。責任を誰かっていうよ

うなことは全然まだ今考えておりません。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） この日野高校魅力向上推進計画の中に、﨏田町長は、不退転の覚

悟でというふうに書かれてるんですね。ですので、必ず成功させる、責任は私が取りますとおっ

しゃっていただけると思ったのですが、そこまでの覚悟は言えないということでしょうか。いか

がですか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 議会のルールとして、反問権がないっていうようなこともありますので、

どういうんですか、不退転の覚悟である、まさにそうです。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） では、これまでの日野高校魅力向上推進協議会の事業、どのよう

なことを、特に入学者数増加に対して、いろんなとこにアプローチしていったと思います。中学

校、あとは県外の中学校、また生徒、保護者、また教員の方へのアプローチなどをされたと思い

ますが、どのようなことを協議会では、入学者数を特に増やすということで今のところされてこ

られたでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） この６月に改定いたしました日野高校魅力向上推進計画、この改定前で

すと、極端な言い方すれば、美辞麗句があって、こうしないといけないよねっていうようなこと

が随分盛りだくさんに書かれてた。ただ、その書かれてることをどうやって点検していくかって

いうことがなかなかできなかった。要は、進捗管理、さらには数字で表した成果のようなものが

ないと、やはり評価できないんじゃないかっていうことで、この計画を改定いたしました。です

ので、今、この推進計画に基づいて、いろいろなアクションをしてるっていうことでございます。

受験者確保のために具体にどういうことをやってるのかっていうのは、ここに基本的に羅列して

あるんですけれども、ちょっと実態について、教育課長のほうから補足説明させます。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） 協議会でこれまでにどのようなことをやってきたかというお尋ねで

す。特に入学者数の確保に向けてというところで絞ってお答えをさせていただきたいというふう

に思います。 

 まずは、中学校への説明会、学校説明会のほうを高校がされておりますので、それを支援をさ

せていただいている、一緒に行って説明をしたりというところでございます。それから、オンラ

インでの学校説明会も実施をしております。それから、地域未来留学ということで、全国規模で

県外からの入学者を求めるという取組がございます。本年度はコロナ禍でございましたので、実

際に集まっての開催はできませんでしたが、それをオンラインで開催をするというふうなことが

ございましたので、そちらのほうへの参加をさせていただいております。それから、協議会単独

で西部地区内のほぼ全ての中学校のほう、ちょっと日程が合わなかった学校があって行けてない

ところもあるんですけども、中学校のほうを回らせていただき、校長先生や進路担当の先生とお

話をさせていただきながら、日野高校の魅力をお伝えしたというふうな取組も行っております。

それから、シンポジウムを開催をさせていただき、そこに中学校の先生方、高校の先生方、それ

から地域の方々も来ていただいて、日野高校、魅力をどのように高めていったらいいかというよ

うな形で御協議をいただき、中学校の先生のほうにも日野高校っていうものに対しての認識を新

たにしていただいたというようなことをやっております。あとは、地域に出かけていく、日野高

ショップであるとか、そういったところで積極的に出かけていって、日野高の魅力をアピールし

てるというところでございます。以上です。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 様々ＰＲをして入学者確保に向けて動いておられますが、成果の

一つとして、学校説明会の参加者数が一つの途中経過、成果になるのではないかと思います。 



－19－ 

 学校説明会、何回、いつ開催されて、何人の参加がありましたでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 具体の数字、そういった回数とかは担当課長から説明させますけれども、

学校関係者、そして協議会関係者のお話を聞きますと、このコロナ禍の中で、今議員さんおっし

ゃられた人数の関係、やはり一堂に集まって、説明会を開くっていうのはなかなか苦しい状況に

あったっていうようなことも私、伺っておりますし、その辺ちょっと、どういうんですか、御配

慮いただきたいと思います。数字は分かりますか。ちょっと補足させます。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） 大変申し訳ありませんが、今、手元に数字を持っておりませんので、

ちょっと答弁はできません。申し訳ありません。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） では、次の２番の質問のほうに行きたいと思います。 

 経済的な支援もされているということで、今年の令和２年度の予算では、日野高魅力向上事業、

コーディネーターに４８０万円、ふたば寮の支援に６４９万円、公設塾に予算７２３万円、これ

合計すると２，１５２万円となっております。やはり成果を出していただきたいと思いますが、

とにかく３月、一般入試の願書受付は２月までに、何とか一人でも入学していただく方を増やさ

ないといけません。そこで、３月までにも追加の支援を行う考えはありますか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 入学志願者、そして定数の半分以上、これは一つ、本当に重要な命題で

あります。今、日野町単独でも、そして日野郡３町でもいろんな仕組みの支援をさせていただい

ております。そういった中で、一つの進め方の計画を先ほど来の魅力向上推進計画の中で規定し、

それを着実に進めていく、そういった進行管理をしております。そういった中で、追加の予算と

か追加の何かっていうのは、今々は出てない。もうかなり、どういうんですか、仕込まれたのか

なっていう感じを持っております。ただ、何か御相談があれば、私、今、町長の立場なんですけ

ど、何か協議会のほうから御相談があれば、それは真剣に検討しないといけないなと思います。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 入学者数３８名を上回らなければならないわけなんですが、様々

なアプローチも、活動もしている、予算もつけているというとこなんですが、今のところの手応

えはいかがでしょうか。３８名、上回りそうでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 
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○町長（﨏田 淳一君） 議員さんからは未来形についての御質問が非常に多いんですけれども、

上回るように願って、いろんな具体の施策っていうか、行動を取らせていただいております。ど

ういうんですか、学校関係者の方に手応えはどうですかっていうようなお話を聞くこともありま

すけれども、学校関係者の方もベストを尽くして、あとは極端に言えば天命を待つ、ベストをさ

らに尽くしていくっていうような、そういうことでございまして、どうなのかなっていう予測は

ちょっとまだしてないっていうか、持てないっていうか、分からない。一生懸命やってるってい

うことだけはすごく学校関係者、協議会から伝わってきます。以上です。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） では、３番目の質問のほうに行きます。日野高魅力向上推進協議

会が、もう核となってますし、キーだと思います。この質問で、指示が組織全体に的確に届き、

現場がスムーズに動ける体制は整っていますかという質問にはちょっと答えていただけてないん

ですが、これいかがでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 御質問の趣旨は、協議会の基のワーキンググループがしっかり活動して

るかっていうようなことだと思います。ワーキンググループ、しっかり活動していただいている

っていうふうに認識しております。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） この協議会では、協議会が意思決定をし、実務組織がワーキング

グループということなんですが、その意思決定の方法というのはどのような方法で行っておりま

すか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 協議会を開催して、意思決定をするっていうことです。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 分かりました。先ほどの質問で、体制は整っているというお答え

でした。つまり、組織運営は順調だと、ばっちりいってるぞということですが、そのとおりでし

ょうか。ばっちりいってると、組織運営は。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 私も形容詞をよく使うんですけれども、ばっちり、どういうんですか、

ばっちりっていうか、私、先ほど答弁させていただきました、ワーキンググループさん、一生懸

命目標に向かって行動していただいてる。それでお答えになると思います。 
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○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） では、４番目の質問に移ります。今後、もう時間が、期限が迫っ

ている中で、どういうことをやっていくかということで、チラシの作成と塾、予備校への広報と

いうことをお答えいただいたんですが、これはいつ行う予定でしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） チラシの作成であったり、塾、予備校への広報、そういったことをいつ

行うかっていうことでございます。具体のことですので、担当課長のほうから説明させます。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） では、２点についてお答えをしたいと思います。 

 まず、チラシの作成につきましては、現在、作成中でございます。これを今週土曜日に開催を

するシンポジウムの折に挟み込んでお配りをするというふうな考えでおります。それから、塾、

予備校への広報につきましては、こちらも現在行っておりまして、１２月中をめどに配付をして

いきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） では、その他の３月までの取組の予定をお聞かせください。学校

説明会などはもう行わない予定でしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 砂流教育課長。 

○教育課長（砂流 誠吾君） そのほかの取組についてでございますけども、まずは町内のコミュ

ニティーチャンネルとか広報紙を活用した情報発信を、まず日南町のほうでもしていただくよう

に、今、計画を進めているところでございます。それから、江府町、日野町におきましては、日

野高校の紹介記事のほうを広報紙のほうで載せていただくように進めているところでございます。

それから、協議会の活動をＰＲするパンフレットやポスターにつきましても作成を予定しており

まして、こちらにつきましては島大の作野先生と今、事務局とで協議中でございます。それから

今、取り組もうとしてるのはそういうところでございます。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） もうこの時期に来ますと、とにかくＰＲ、営業だと思います。先

ほど町長が、手応え分からないとおっしゃられました。分からんようであれば、もうとにかくや

り切る、もうやってやってやりまくるしかないと思います。町長、教育長自ら現場に行ってＰＲ

するという方法もあると思います。それがスケジュール的にとか、密になるとかいう問題がある

のであれば、動画なんかでもできます。やり方はいろいろあります。自ら出ていって、日野高校
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いいぞ、日野町いいぞというようなことはされてはいかがかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 日野高校のＰＲのために、いろんなことをすべきじゃないかなっていう

御提案だと思います。出かけていく、さらには招き入れる、そういったことも必要なのかな、必

要であればそういったこともさせていただかないといけないかなと思います。 

 プラスで、私、やっぱり手応えについては若干謙遜してっていうこともあるんですけれども、

本当に日野高校の、どういうんですか、姿の露出度っていうか、メディアに載る回数、随分増え

てきたなと思います。そういったものの反響として、議員さんにもちょっと前に御紹介したんで

すけども、日野高校のホームページの８月２４日以降のアクセス数、今朝も確認しましたけど、

３万台に乗っております。１日当たりにすると２８０ぐらいのアクセス、さらには、県教委のホ

ームページ見ますと、日野高校、今、こんなイベントしてます、こんな取組をしてますっていう

のが３つぐらいざざっとつながってるんです。ほかの県立高校はぽつん、ぽつんのような感じが

して、あっ、日野高校、頑張ってるな、日野高校、情報発信してるなっていうようなことを感じ

ました。そういったことも通じて、ぜひ志願者、増えてほしいな、そして、その中から入学者半

数以上確保したいなっていうふうに考えます。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 自ら現場に出向く、ＰＲ動画に出るということについて、ちょっ

とお答えいただけなかったんですが、いかがですか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） どんな効果があるのかちょっと分からないですし、そういうリクエスト

も今のとこないですので、ちょっと考えてみたいなと思いますけれども。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 町や協議会で意識は高まってるんですけれども、日野高校存続へ

は、高校の地元である日野町民の存続への意識の高まりも必要だと思います。町民で何とか残し

ていこうという意識の高まりも必要だと思います。それについてはどう考えておられますか。何

か働きかけをされていますか。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） まさにその部分ですよね。学校と行政だけで上滑りしないように、本当

に地域の学校であるっていうことで、協議会の中にも地元関係者、ＰＴＡの関係者、そういった

者も入っていただいておりますし、いろんな日野高校の魅力関係のシンポジウムをさせていただ
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くのも、そういった、どういうんですか、狙いがあるわけです。ぜひたくさん参加していただき

たいってこの場では言いますけれども、コロナの中ですので、定員は限られてると思いますけれ

ども、ぜひ関心を持っていただいて、盛り上げていただきたいなっていう気持ちを持っておりま

す。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） とにかく、一般入学、入学者、願書受付はもう２月です。もう時

間がとにかくありません。そこで、やはり日野町には、リーダーシップを取るような形で、どん

どんどんどん活動を進めていっていただきたいと思います。日野高校魅力化向上推進協議会では、

協議会が意思決定機関、ここをもっともっと活発に動かして、意思決定をしっかりやる、リーダ

ーシップを取る、そして、具体的な方針を決めて、こうやっていくと決めて、ワーキンググルー

プへ的確にやるんだと、やってくださいと伝えて、現場に動いてもらうこと。その動きを見て、

何ができていて何ができないかをしっかり分析して、分析したらもうすぐに修正して、とにかく

もう時間ない中、迅速に組織全体で事業を進めていくことが肝腎です。とにかく町長、リーダー

シップを発揮してください。もう時間がありません。一人でも多くの入学者数を増やすように、

最後までもう全力で走り切って、やり切っていただきたい。 

 最後に、町長、教育長の思いを聞いて、終わりたいと思います。 

○議長（小谷 博徳君） 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 本当に端的に言いますとそのとおりなんです。それをしていかないとい

けない。頑張っていきたいと思います。 

○議長（小谷 博徳君） 生田教育長。 

○教育長（生田  進君） 議員さんの本当に熱い思いをいただきました。町長、そして教育長も

一生懸命頑張るんですけども、議員さんを含め、先ほども話にありました、地域の方々みんなで、

総出で、総がかりで日野高の入学生を増やすという取組に邁進してまいりたいと思います。 

 現在、町長の答弁にありました、コーディネーターは本当に細かく細かくチェックしながら、

進捗表に従って、様々な取組を進めております。これはいつ誰がどのようにやっていくんだって

いうような具体的な指標を基にしながら、できることできないことっていうのを仕分けして、具

体的に取り組んでいっておられます。そうした日々の積み重ねが、必ずや少しでもよい結果につ

ながっていくんじゃないかなと期待しているところです。質問ありがとうございました。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員。 

○議員（１番 中山 法貴君） 不退転の覚悟でよろしくお願いします。ちなみに不退転、これ意
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味調べたんですけど、退かないこと、何事にも屈せず、固く信じて心を曲げないことという意味

です。不退転の覚悟でよろしくお願いします。質問終わります。 

○議長（小谷 博徳君） １番、中山法貴議員の一般質問を終わります。 

 以上で一般質問を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（小谷 博徳君） お諮りいたします。本日の会議はこれで散会にいたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小谷 博徳君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれで散会することに決定いたし

ました。 

 本日はこれで散会します。会議の再開は１２月１５日午前１０時といたします。御協力ありが

とうございました。 

午前１１時３０分散会 

─────────────────────────────── 

 


